
実施時期 日数 指導技法 研修プログラム 受講対象種別 受講対象者 定員

・キャリアデザインとセルフマネジメント、福祉サービスの基本理念と倫理

・メンバーシップ・リーダーシップ、福祉職員としての能力開発

・業務課題の解決と実践研究、リスクマネジメント

・チームアプローチと多職種連携・地域協働、組織運営管理

・「職場の基本動作（接遇）」　「コミュニケーション」

・キャリアデザインとセルフマネジメント、福祉サービスの基本理念と倫理

・メンバーシップ・リーダーシップ、福祉職員としての能力開発

・業務課題の解決と実践研究、リスクマネジメント

・チームアプローチと多職種連携・地域協働、組織運営管理

・「事故の事実の記録」「社会福祉サービスにおける地域福祉の視点」

・キャリアデザインとセルフマネジメント、福祉サービスの基本理念と倫理

・メンバーシップ・リーダーシップ、福祉職員としての能力開発

・業務課題の解決と実践研究、リスクマネジメント

・チームアプローチと多職種連携・地域協働、組織運営管理

・「意図的・計画的職員指導・育成の展開」　「サービス展開における地域福祉の実践」

・キャリアデザインとセルフマネジメント、福祉サービスの基本理念と倫理

・メンバーシップ・リーダーシップ、福祉職員としての能力開発

・業務課題の解決と実践研究、リスクマネジメント

・チームアプローチと多職種連携・地域協働、組織運営管理

・「人材アセスメント」　　「組織と地域連携の管理と推進」
講義 ・新社会人（組織人）としての基本的マナー

演習 ・人間としてのライフスキルの習得

講義 ・ハラスメントを防止するための事例検討

演習 ・ハラスメントを予防する表現の仕方など

講義 ・ほめ方・叱り方のポイント

演習 ・部下・後輩の再評価、ほめること・叱ることの実践

・高齢者、障がい者に対する虐待の現状

・不適切ケアの防止

令和7年度　福井県社会福祉研修所　研修事業計画（案）（詳細版）
研修事業区分 研修事業名

Ⅰ-1 生涯研修
　　 -キャリアパス対応課程-

①　初任者コース
6月～7月

3日間
講義
演習

高齢者福祉施設、
障がい者福祉施設、
児童福祉施設、
社協

50×1

業務経験３年未満の職員 50×1

②　中堅職員コース
10月～11月

3日間
講義
演習

業務経験３年以上で、係長・主任
等の指導職にない職員

2日間
講義
演習

小規模事業管理者、部門管理者
等　・近い将来管理者の役割を
担うことが想定される指導的職員

50×1

③　チームリーダーコース 7月～8月 2日間
講義
演習

チーム・部門で指導的な役割を
担う着任間もない係長・主任等ま
たは担うことが想定される中堅職
員

Ⅰ-2　生涯研修
　　　－就職内定者応援課程－

①　就職内定者応援セミナー R8.3月 半日間
高齢者、障がい、児
童福祉施設等

R8.4月採用の就職内定者

組織運営・管理等研修に関する
職員

③　接遇研修

新社会人 5～6月 1日間

30×1

70×1

④　管理職員コース 10月～11月

50×1

②　職員のほめ方・叱り方研修 6～8月 1日間 40×1

Ⅱ  専門課題別研修

①　新）ハラスメント(困難事例対応）研修 6～8月 1日間

高齢者福祉施設、
障がい者福祉施設、
児童福祉施設、
社協

講義
演習

・接遇の基本・考え方

県内社会福祉事業所に従事する
職員

50×1

中堅者 10～11月 1日間
講義
演習

・場面に応じた接遇の実践

講義
演習

・分かりやすい文章作成のための表現スキル

50×1

④　伝わる記録の書き方研修

高齢者・障がい者施設対象 8～10月 1日間
講義
演習

・理論的な構成で書くスキルの習得 40×1

40×1

⑤　高齢者・障がい者虐待防止研修
6～7月

10～11月
1日間
×2回

講義
演習

高齢者・障がい者福
祉施設

70×2

児童施設対象 11～12月 1日間



実施時期 日数 指導技法 研修プログラム 受講対象種別 受講対象者 定員研修事業区分 研修事業名

講義 ・本県の保育動向、小学校との接続

演習 ・地域の子育て支援、子ども家庭支援論など

講義 ・マネジメントの理解

演習 ・リスクマネジメント、全体的計画の作成など

講義 ・認知症高齢者の理解と看護

演習 ・急変時・緊急時の対応と事故予防など

講義 ・福祉の基本理念の理解

演習 ・福祉施設における看護職員の役割など

講義 ・災害発生時における給食施設職員の役割

演習 ・多職種との連携、協働　など

講義 ・働く人のメンタルヘルスの現状

演習 ・心の健康を守るためのセルフケア　など

講義 ・働きやすい職場づくり

演習 ・ラインケア（部下への気付き、個別面談等）など

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

実習 ・自施設実習

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

実習 ・自施設実習

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

実習 ・体験実習（他施設実習）

講義 ・認知症に関する基本的知識

演習 ・認知症介護の基本的理解と技術

実習 ・体験実習（他施設実習）

講義 ・認知症に関する専門的知識

演習 ・専門的チームアプローチとリーダーシップ

実習 ・自施設実習

・介護保険制度論および地域ケアシステム、個別・地域援助技術

・自立支援のためのマネジメントの基本、展開

・アセスメントおよび計画作成　等

・介護保険制度論および地域ケアシステム

・ケアマネジメントの展開実践振り返りと課題設定

・アセスメントの演習と実践事例　等

講義 ・ケアマネジメントに必要な基礎知識および技術

実習 ・ケアマネジメントの基礎技術に関する実習

演習 ・ケアマネジメントの展開

講義 ・ケアマネジメントに必要な基礎知識および技術
演習 ・ケアマネジメントの展開

Ⅲ  業種・職種別研修

指
定
管
理
者
研
修

(1) 主任保育士・主幹保育教諭研
修

保護者支援・子育て支援研修 6月～8月 3日間

(2)　高齢者・障がい者施設看護職員研修 9月～12月 2日間

(4)　栄養士・調理師研修

児童福祉施設 主任保育士、主幹保育教諭等

50×1

マネジメント研修 11月～1月 3日間 50×1

50×1

(3)  看護職員研修 9月～12月 1日間

社会福祉事業所

50×1

(5)　メンタルヘルス研修

一般職員コース 6月～9月 半日間

相談員、介護職員、看護職員等

高齢者・障がい者福
祉施設

看護業務に従事する看護職員

50×1

管理職コース 6月～9月 半日間 50×1

9月～12月 1日間
給食業務担当の調理員・栄養士
等

50×1

長
寿
福
祉
課
受
託
研
修

認
知
症
介
護
実
践
者
研
修

（１）実践者研修

第１回目 5～9月  26日間

（２）認知症対応型サービス事業管理者研修

（３）小規模多機能型サービス等計画作成担当者
　　　研修

介護に2年以上従事する介護職
員
認知症介護基礎研修修了者

85×2

第２回目 11月～R8.2月  26日間

第１回目 5月～8月 3日間

10×2

第２回目 R8.1月～2月 2日間

認知症対応型サービス事業所の
管理者（予定者）

30×2

第２回目 11月～12月 3日間

介護保険施設、
指定居宅サービス事
業所等

第１回目 5月～8月 3日間

認知症対応型サービス事業所の
開設者（予定者）

2日間

小規模多機能型居宅介護事業
所の計画作成担当者（予定者）

第１回目 7月～8月

10×2

第２回目 11月～12月 3日間

（５）実践リーダー研修 8月～11月 28日間
介護業務に5年以上従事し、実践
者研修を修了後、１年経過した介
護職員

60×1

（４）認知症対応型サービス事業開設者研修

介
護
支
援
専
門
員
関
連
研
修

介護支援専門員専門研修・更新研修(経験者）

（１）課程Ⅰ
5月～7月
9月～11月

14日間
×2回

（４）介護支援専門員再研修・更新研修(未経験者）
6月～9月

12月～R8.3月
14日間
×2回

12～R8.3月

19日間
＋実習

3日間以上
18時間以上

講義
演習

介護保険施設・事業
所等

介護支援専門員現任者および過
去に実務経験のある非現任者

60×2

（２）課程Ⅱ
6月～8月
8月～10月

11月～R8.2月

9日間
×3回

講義
演習

64×1
63×2

（３）介護支援専門員実務研修
介護支援専門員受講試験合格
者

80×1

介護支援専門員証の有効期間
が切れている者、介護支援専門
員証の有効期間が概ね2年以内
に満了する過去に実務経験のな
い者

40×2

長
寿
福
祉
課
指
定
実
施
機
関
研
修



実施時期 日数 指導技法 研修プログラム 受講対象種別 受講対象者 定員研修事業区分 研修事業名

・乳児保育の意義

・乳児保育の環境

・乳児への適切な関わり

・乳児の発達に応じた保育内容

・乳児保育の指導計画、記録及び評価

・幼児教育の意義

・幼児教育の環境

・幼児の発達に応じた保育内容

・幼児教育の指導計画、記録及び評価

・小学校との接続

・障害理解

・障害児保育の環境

・障害児の発達の援助

・家庭及び関係機関との連携

・障害児保育の指導計画、記録及び評価

・栄養に関する基礎知識

・食育計画の作成と活用

・アレルギー疾患の理解

・保育所における食事の提供ガイドライン

・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン

・保健計画の作成と活用

・事故防止及び健康安全管理

・保育所における感染症対策ガイドライン

・保育の場において血液を介して感染する病気を防止するためのガイドライン

・教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン

・保護者支援・子育て支援の意義

・保護者に対する相談援助

・地域における子育て支援

・虐待予防

・関係機関との連携、地域資源の活用

・マネジメントの理解

・リーダーシップ

・組織目標の設定

・人材育成

・働きやすい環境づくり

・保育における環境構成

・子どもとの関わり方

・身体を使った遊び

・言葉・音楽を使った遊び

・物を使った遊び

※日程・内容は講師、会場の都合により変更する場合があります。　※各研修の詳細については、実施日のおおよそ2か月前に、本会ホームページにアップします。

Ⅲ  業種・職種別研修

児
童
家
庭
課
受
託
研
修

保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
研
修

専門分野別研修

(1)乳児保育研修 6月～12月 3日間
講義
演習

保育所、認定こども
園等

経験年数概ね３年以上、主任保
育士未満の保育士等

150×1

(2)幼児教育研修 6月～12月 3日間
講義
演習

(6)保護者支援・子育て支援研修 6月～12月 3日間
講義
演習

75×1

(3)障害児保育研修 6月～12月 3日間
講義
演習

150×1

100×1

(5)保健衛生・安全対策研修 6月～12月 3日間
講義
演習

100×1

(4)食育・アレルギー対応研修 6月～12月 3日間
講義
演習

100×1

（7）マネジメント研修 6月～12月 3日間
講義
演習

保育所、認定こども
園等

経験年数概ね７年以上、主任保
育士未満の保育士等

100×1

保育所、認定こども
園等

経験年数概ね３年以上、主任保
育士未満の保育士等

10×1（8）保育実践研修 6月～12月 3日間
講義
演習
体験

新任保育士
潜在保育士で保育士として復職
を希望する者


